
第3回 地域DX支援の取り
組みに関するワークショップ

「中小企業のDX推進に
おける障壁への対応」

「経産省マナビDXQuestで
得た学びを地域DX支援に

活用してみた」

延岡信用金庫

業務部企業支援課

課長 瀧口一喜
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金庫、自己紹介
延岡信用金庫

大正12年創業

経営理念

・中小企業の健全な発展

・豊かな国民生活の実現

・地域社会繁栄への奉仕

店舗数 8店

職員数 79名

預金 767億円

貸金 363億円

発表者：瀧口一喜 DXQuest修了生

業務部企業支援課 課長

• 延岡信用金庫勤続22年

（渉外10年、融資2か月、支援課11年）

• 企業支援課業務

（再生案件、創業支援、資産査定システム乗換、

補助金支援、事業承継支援、DX支援）

• 好きな人物 上杉鷹山、渋沢栄一

• 参加コミュニティ

マナビDXQuest、tableau

延岡デジタルクロス協議会
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https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/Voices_of_Program_Participants.pdf


アジェンダ
• 当金庫の活動紹介
• 活動で感じた中小企業のDX推進における障壁と突破事例

・支援者の壁
・経営者の壁
・企業組織の壁

• まとめ
※マナビDXQuest：経産省のプログラム

2023/11/29 リンク：第1回 地域DX支援の取組みに関するワークショップ
資料2「経済産業省が取り組むデジタル人材育成プラットフォームと

地域DX推進のあり方」
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https://www.boj.or.jp/finsys/c_aft/aft230131a.htm


先行研究：経済産業省のレポート
2020年３月:戦略的基盤技術高度化・ 連携支援事業

(中小企業のAI 活用促進に関する調査事業)

気づき：多分野でAI活用！ 阻害要因が中小企業あるある
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フィールドワークで感じた
中小企業のDX推進における障壁

３つの障壁
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支援者の壁
職員がDXに対する十分
な知識や経験を有して
いない

経営者の壁
デジタル変革に対する
理解が不足、消極的

企業組織の壁
企業内部の文化や従業
員の変革への抵抗

AI導入を実感できる
場が無い 効果が分からない

データをどうやって
蓄積するのか



連携活動事例：経済産業省_令和3年度補正「地域デジタル人材育成・確保推進
事業（現場研修プログラムの案件組成事業）」 ＝ マナビDXQuestとの連携

ワーク教材：AI導入ガイドブック 取組共有

企業の実態把握

•システムや保有
データの確認

•対象企業の選定

研修実施

• 座学

• ハンズオン

• ワーク

協働サポート

• 協働とは、デジタル
人材4-5人チームと
企業とで企業の課題
解決を2か月間で行
う取組

成果（企業取組）

• デジタル人材育成

• 新事業開発

• DX設備投資
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AI導入を体験できる



サマリー
中小企業の
DX推進にお
ける障壁

壁の影響 対応策 制度/協力者 事例

支援者の壁
（何して良い
か分からない、
自信が無い）

デジタル
に強くな
らず、
時間だけ
が過ぎ、
競争力が
低下する

→
金融機関
も苦しく
なる

修行
（時間外の
自己啓発）

マナビDXQuest

〃修了生

取組前：データは触っているが、コード書けない、
DXあまり知らない。

取組後：pythonの習得。併せてコンサルティングスキル
も習得

興味関心の広がり
デジタル人材との交流（現在も）、セミナー開催

事業主の壁
（要件定義や
推進の指示が
できない）

デジタル人
材との対話

マナビDXQuest

〃修了生
〃企業協働

取組前：システムはあるがデータ活用がされていない
システム以外は機械判読に適していない書式
要件定義ができていないため自社に適した
ツールが分からない。

企業協働：課題を解決するBI、予測システム作成
DXロードマップ

企業組織の
壁
（抵抗勢力）

デジタル人
材 に よ る
データ活用
体験

マナビDXQuest

〃企業協働

取組前：データは入力や報告のみで営業戦略に未活用
取組中：データ発見コンテストの実施
取組後：部署ごとに、それぞれの工夫で

仕入れ・販売面でデータ活用
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障壁１：支援者の壁を突破するために
当庫も職員がDXに対する十分な知識や経験を有していなかった
→ひとまず自分が何とかしてみよう（無料の範囲で）
いろいろ体験し、たどり着いたのが
経産省主催AI/DXQuest 2021-2023の三か年参加

課題探索 データ活用 DX提案課題 プログラミング講座 交流の場
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DXケーススタディ教材 任意プログラム



障壁１：支援者の壁を突破
• AI/DXでビジネス課題を解決するイメージが深まった。

• デジタル人材に当金庫のプロジェクト支援を依頼 11名参画
上場企業7名、研究者1名、データサイエンティスト2名
フリーランス1名

• 周りの学習意欲に触発され資格・認証を取得した。
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小売業
AI需要予測

製造業
AI画像解析

サービス業
店舗DX

製造業
全社DX

連続
セミナー

ワーク
ショップ

副業
人材



障壁２：経営者の壁を突破するために
実態把握 ＞ 研修実施 ＞ 協働サポート ＞ 成果

先導する企業のピックアップ
趣旨説明：経営者の意欲度合いの確認
社内データ確認：範囲、データ量、粒度などを確認
※感想：企業は意欲・取引データあるが活用されていない。
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AIとデータの活用を例示し導入期待を高揚



障壁２,３：経営・組織の壁を突破するために
実態把握 ＞ 研修実施 ＞ 協働サポート ＞ 成果

デジタル人材との協働（課題決定まで）
講師の用意：DXQuestで知り合った都市圏デジタル人材
複数参加の説得：経営者＋DX推進担当者で2-4名の参加

知識 ＋ 技能 ＋ マインド ＋ コミュニティ
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AI

IoT

統計

BI 協働の
進め方

RPA 組織

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム



障壁２,３：経営・組織の壁を突破するために
実態把握 ＞ 研修実施 ＞ ＞ 協働サポート ＞ 成果

デジタル人材との協働（課題解決まで）
協働するデジタル人材は経産省プログラムで決定
進捗管理：企業側が宿題で躓いていないか確認

リンク：2022年度「マナビDX Quest」現場研修プログラム事例集
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協
働
成
果

マインド向上 AIプログラム DXロードマップ

https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/Results_of_Collaborations_with_Companies.pdf


障壁２,３：経営・組織の壁を突破するために
実態把握 ＞ 研修実施 ＞ 協働サポート ＞ 成果

デジタル人材との協働サポート
交流促進：オンライン会議司会、オンライン飲み会参加
データ準備：データ抽出、PC確認、軽い分析
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課題掘り下げ データ準備会議司会

サ
ポ
｜
ト



障壁２,３：経営者の壁を突破
実態把握 ＞ 研修実施 ＞ 協働サポート ＞ 成果(1年後)

参加企業の組織変革に動きが
企業の中で学習チーム組成やデジタル人材に憧れAIを学ぶ者
部署ごとにBIツール、AI予測を活用した仕入の実施

マナビDXQUESTにも参加 データ活用の広がり
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発
表
・
掲
載



障壁突破の事例 15

障壁突破後 壁の影響 事例

支援者の壁
（DXの目的・手段
について説明でき
る）

デジタルに強
くならず、
時間だけが過
ぎ、競争力が
低下する
自社の成長に
向けた取り組
みを始める

取組前：データは触っているが、コード書けない、
DXあまり知らない。

取組後：pythonの習得。併せてコンサルティングスキルも習得
興味関心の広がり、デジタル人材との交流（現在も）、セミナー開催

事業主の壁
（自社のDXロード
マップ）

取組前：システムはあるがデータ活用がされていない
システム以外は機械判読に適していない書式
要件定義ができていないため自社に適した
ツールが分からない。

企業協働：課題を解決するBI、予測システム作成
DXロードマップ

企業組織の壁
（データを活用・学
習意欲）

取組前：入力や報告のみで営業戦略にはデータ未活用
取組中：データ発見コンテストの実施
取組後：学習チーム・個人学習

部署ごとに、それぞれの工夫でデータ活用



まとめ
• 中小企業のDX推進における障壁突破事例とそのSTEP
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支援者の壁 基礎知識（データの構造化等）、ケーススタディの学習
経営者の壁 経営者とデジタル人材を引き合わせる
組織の壁 データ活用の有用性認識

DXQuest
参加

デジタル人
材と学習 DX理解 企業支援

企画
デジタル人
材の協力

保有データ
確認

セミナー等
受講 協働開始参加人員を

決定

セミナー等
受講 協働開始 データ活用

データ活用

支
援
者

経
営
者

組
織

STEP

副業人材

Googleデータ
アナリティクス

G検定コミュ
ニティCDLE

代替手段



導入講演の”地域金融機関の期待”に関する所感
(1)地域金融機関の支援と残課題
マナビDXQuestではマインド支援が重要と認識し、協働でも強く意識
残課題についてはDX人材との引き合わせが重要

(2)企業DX推進支援における地域金融機関の強み
金融機関の信頼度は高い（DX人材からも）

(3)外部機関との連携
連携無くして成り立たたなかった

(4)企業DX推進支援のポイント
経営者への働きかけ：DXロードマップによるDX解像度向上
従業員育成支援 ：マナビDXQuest参加、データ活用体験
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マナビDXQuest参加の提案
今回かなり活用させてもらった

知らない金融機関人が多いので勝手にPR
金融機関の参加者が増加中
課題提起から解決まで学べＤＸ理解が進む
９割は他産業の参加者で交流のチャンス
協働にはリーダーを務めた銀行員もいた。
完全無料。複数参加がおすすめです。
リンク：「マナビDX Quest」について（METI/経済産業省）

以上、ご清聴ありがとうございました。
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https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/manabi-dx-quest.html

